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        （2015.9 .1 現在）
印刷所　㈲　スエカネ印刷

発 　 行

　香川の人口
　　　　男性
　　　　女性
　　( 世帯数

11,750
5,831
5,919

3,538)

香 川 自 治 会 広 報 部 会

平成２8 年 7 月１５日

か
が
わ

平
成
28
年
度

香
川
地
区
体
育
振
興
会

ス
ポ
ー
ツ
行
事
予
定

　  会　  場

鶴が台中校庭

香川小体育館

香川小体育館

香川小校庭

香川小体育館

香川小校庭

　   実施日

  6月 5日(日）

  6月26日(日）

  7月10日(日）

10月  2日(日）

11月  6日(日）

11月20日(日）

　　  種　   目
ソフトボール大会
（雨天のため中止）

バドミントン＆
ファミリーバドミントン大会

ソフトバレーボール大会

第48回体育大会
（雨天時　10/9）

卓球大会

ペタンク大会
（雨天中止）

　

香
川
自
治
会
自
主
防
災
の
防
災
訓
練

は
、
平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）
９
時

よ
り
安
否
確
認
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

に
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

　

香
川
自
治
会
の
基
本
方
針
は
、
「
明

る
く
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
、
自

然
豊
か
で
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

防
災
部
会
も
こ
の
方
針
に
則
り
、
災

害
時
の
減
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
の
最
大
の
課
題
は
、
大
き

な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
大
地
震
へ
の
対

応
で
す
。
茅
ヶ
崎
地
域
に
発
生
す
る
確

率
は
100
％
で
す
が
、
い
つ
発

生
す
る
か
は
誰
に
も
分
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
事
が
地
域
や

個
人
の
大
地
震
へ
の
備
え
・

考
え
方
に
違
い
を
生
じ
て
い

ま
す
。

　

大
地
震
へ
ど
の
様
に
備
え

る
の
か
、
そ
の
考
え
方
は
年

々
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
災

害
時
の
人
的
・
物
的
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
に
は
、
個

人
と
地
域
が
真
剣
に
大
地
震

発
生
へ
目
を
向
け
、
備
え
を

行
う
事
が
大
切
で
す
。
そ
れ

が
自
助
・
近
助
・
共
助
・
公

助
で
す
。

　

自
助
と
は
自
宅
の
耐
震
補

強
・
家
具
の
転
倒
防
止
・
水
食
料
の
備

蓄
で
す
。
近
助
と
は
自
宅
周
り
の
人
達

と
の
助
け
合
い
で
、
共
助
と
は
香
川
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
助
け
合
う
こ
と
で

す
。
公
助
と
は
市
・
消
防
・
警
察
・
自

衛
隊
等
の
救
助
活
動
で
す
。

　

し
か
し
自
助
は
個
々
の
災
害
へ
の
考

え
が
異
な
り
、
ど
の
よ
う
に
備
え
る
か

は
個
々
に
委
ね
る
以
外
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
公
助
は
い
つ
香
川
地
域
に
救
助

が
及
ぶ
か
分
か
ら
ず
、
災
害
直
後
の
支

援
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
や
は
り
災
害

直
後
に
最
も
迅
速
に
機
能
す
る
の
は
、

地
域
の
絆
を
基
本
と
し
た
近
助
・
共
助

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
近
助
・
共
助
の
具
体
的
な
行
動

が
安
否
確
認
で
す
。
安
否
確
認
と
は
、

災
害
時
に
無
事
だ
っ
た
人
が
近
隣
の
人

の
安
否
を
確
認
し
、
怪
我
を
し
た
程
度

な
の
か
、
早
急
な
救
助
、
避
難
の
必
要

性
を
判
断
し
、
地
域
の
皆
で
協
力
し
救

助
活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
訓
練
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で

「
誰
が
・
い
つ
・
何
処
で
・
何
を
・
ど

の
様
に
」
す
る
か
を
多
く
の
自
治
会
員

が
認
識
し
、
災
害
時
に
安
否
確
認
が
機

能
す
る
よ
う
目
指
し
ま
す
。

　

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
が
、
災
害
時
に
最

も
重
要
な
こ
と
は
、
多
く
の
人
が
無
事

で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
無
事
な
人

達
に
で
き
る
だ
け
早
く
安
否
確
認
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
が
、
そ
の
前
提

と
し
て
、
自
助
を
欠
か
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
今
後
防
災
部
会
は
、
安
否
確

認
の
定
着
と
、
多
く
の
人
の
「
自
助
意

識
」
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
重
要

性
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
活
動
を
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

（
防
災
部
会
長　

小
林
基
一
）

・組長又は代行者が組内会員の安否確認を行い、町内
災害拠点へ報告する。

・救助要請等を町内災害拠点に求める。

組

町内災害拠点 ( 各町内に設け、場所は各町内で選定する）

自治会対策本部（自治会館に設ける）

市対策本部

安否確認概要（検討中）

自治会長と三役･防災部正副部会長･広報部会員が集結
し、自治会館内に本部を設置。
・各町内の情報を受け自治会の安否確認状況･被害状況

をまとめる。
・市対策本部へ緊急要請を行なう。
・市対策本部へ安否状況・災害状況を報告する。
・市より緊急情報等を入手し､各町内へ伝達する。
　（今後その他の役割を検討する）

町内会長以下全役員・防災リーダーが集結し、テント
設営・必要資機材揃え等拠点を設置。
・自治会員の安否確認の集計・組からの緊急要請に対

応する。
・自治会対策本部へ随時安否状況・災害状況を報告する。
　（今後その他の役割を検討する )

　

茅
ヶ
崎
市
内
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
市
内

の
防
犯
灯
の
う
ち
、
交
換
対
象
の
約

９
千
灯
に
つ
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活

用
し
、
平
成
28
年
度
中
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
と
し
て
地
球
環
境
へ
の
負

荷
を
軽
減
し
、
地
球
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
エ
ス
コ
・Energy Service 

C
O

m
pany

）
事
業
と
は

　

既
存
設
備
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
に

よ
り
生
じ
る
電
気
料
・
維
持
管
理
費
の

削
減
分
（
複
数
年
）
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

診
断
、
設
計
・
施
工
、
運
転
・
維
持
管
理
、

資
金
調
達
等
に
係
る
包
括
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
者
が
設
備
設
置
・
管
理
を
行
い
、

市
は
、
10
年
に
分
割
し
て
サ
ー
ビ
ス
料

を
支
払
い
ま
す
。

下寺尾
堤

鶴が台

甘沼

円蔵 高田
室田

松林地
西久保

湘北地区

嶺東地区

●
本
年
度
の
主
な
行
事
・
日
程

１　

市
民
集
会

・
日
時　

平
成
28
年
11
月
13
日
（
日
）

・
場
所　

香
川
公
民
館
講
義
室

２　

防
災
訓
練

・
日
時　

11
月
20
日
（
日
）
午
後

・
場
所　

第
一
会
場　

鶴
が
台
中
校
庭

　
　
　
　

第
二
会
場　

鶴
が
団
地
広
場

３　

研
修
会

４　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置

５　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
制
度
勉
強
会

No.25

～
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
て
～

防
災
だ
よ
り

　

湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会
の
役
員
選

出
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
度
の
役
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

■
役　

員

　

会
長　
　

沓
澤　

幸
子　

 (

香　

川)

　

代
表
副
会
長 

舘
田　

郁
夫
（
み
ず
き
）

　

副
会
長　

坂
巻　

龍
馬
（
ラ
イ
ト
タ
ウ
ン
）

　
　

同　
　

蒲
田　

和
廣　

(

甘　

沼)
　
　

同　
　

関
原　

明　
　

(

松
風
台)

　
　

同　
　

青
木　

有
倶　

(

鶴
が
台)

　

事
務
局
長　

星
野　

一
男
（
甘　

沼
）

　
　

同
次
長　

末
光　

久
雄
（
香　

川)

　

会
計　
　

三
潟　

鉄
雄　
（
鶴
が
台
一)

　

会
計
監
査　

亀
井　

昇    

（
香　

川)

　

当
連
合
会
は
北
部
中
央
地
域
に
位
置

す
る
７
つ
の
自
治
会
か
ら
構
成
さ
れ
、

今
年
は
香
川
自
治
会
が
会
長
職
に
就
任

し
、
茅
ヶ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
の

傘
下
と
な
り
ま
し
た
。

香
川
自
治
会
・
防
災
訓
練

1月22日

▽
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
！

茅
ヶ
崎
市
内
の
防
犯
灯
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第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

平成２８年７月１５日

　

茅
ヶ
崎
市
で
は
、
平
成
24
年
度
よ
り

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
、
各
自
治
会
を
中
心
に
地

域
内
の
各
種
団
体
や
市
民
が
参
加
す
る

団
体
「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
の
設
置

が
す
す
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
は
、

茅
ヶ
崎
市
の
12
の
地
区
自
治
会
連
合
会

の
10
地
区
で
設
立
・
運
営
さ
れ
、
そ
の

他
、
1
地
区
に
お
い
て
も
、
設
立
に
つ

い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
は
、
そ
れ

ま
で
の
自
治
会
連
合
会
を
構
成
し
て
い

た
自
治
会
に
加
え
、
当
該
地
域
で
活
動

す
る
各
種
団
体
も
参
画
し
ま
す
。

　

香
川
自
治
会
が
参
加
し
て
い
る
、
湘

北
地
区
自
治
会
連
合
会
は
、
こ
れ
か
ら

取
り
組
み
へ
の
検
討
が
は
じ
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

５
月
11
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
自
治

会
連
絡
協
議
会
が
解
散
さ
れ
、
「
ま
ち

ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会
」
が
発
足
。
湘

北
地
区
自
治
会
連
合
会
は
、
当
面
そ
の

傘
下
で
の
活
動
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ　

「
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
」
っ
て
何
？

　

５
月
に
、
今
年
度
最
初
の
町
内
美
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
33

名
の
多
く
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
近
も
ご
み
置
き
場
の
ご
み

の
散
乱
や
、
ご
み
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

て
い
な
い
所
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
カ
ン
な
ど
が
道

路
に
投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
が
美
化
に
対
す
る
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
、
町
内
の
美
化
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
19
日
に
Ｊ
Ｒ
茅
ケ
崎
駅
長
よ
り
、

６
月
２
日
か
ら
１
年
間
の
駅
前
花
壇
の

継
続
使
用
の
承
認
を
い
た
だ
き
、
６
月

に
は
仲
通
り
子
ど
も
会
と
一
緒
に
花
壇

の
花
の
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

香
川
の
住
民
の
方
々
や
駅
利
用
者
に

と
っ
て
、
心
が
和
め
る
場
と
な
れ
ぱ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
・
防
災
面
で
は
、
防
犯
灯
１
灯

及
び
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
２
基
の
申
請
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
役
員
に
よ
る
防

災
倉
庫
の
点
検
を
行
い
、
６
月
25
日
に

は
、
消
防
職
員
、
消
防
16
分
団
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
第
三
町
内
会
・
第
四

町
内
会
合
同
の
移
動
式
ホ
ー
ス
格
納
箱

の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

７
、
８
月
の
町
内
に
関
す
る
主
な
行

事
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
７
月

　

９
日　

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

16
日　

町
内
役
員
会

　

18
日　

浜
降
祭
に
協
力

○
８
月

　

６
・
７
日　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
参
加

　

13
日　

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

14
日　

町
内
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

14
日　

町
内
合
同
役
員
会

　

24
～
26
日　

仲
通
り
子
ど
も
会
ラ
ジ

オ
体
操
（
諏
訪
神
社
境
内
）
へ
の
協
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
亀
井
）

●
５
月
定
例
役
員
会
（
５
月
７
日
）

１
　
報
告
、
連
絡
事
項

①
自
治
会
等
活
動
報
告
及
び
会
員
世
帯

数
の
把
握　
　
　
　

（
総
務
部
会
）

②
湘
北
地
区
自
治
会
連
合
会
関
連
の
報
告

③
７
月
10
日
参
議
院
選
挙
に
伴
う
立
会

　

公
民
館
午
後　

第
１･

４
町
内
各
１
名

　

自
治
会
館
全
日　

第
２･

３
町
内
各
２
名

④
６
月
11
日
自
治
会
・
民
生
委
員
会
議

⑤
市
内
公
共
施
設
見
学
会
の
案
内

　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
自
治
会
長
）

⑥
香
川
駅
前
広
場
利
用
状
況
調
査
の
状
況

⑦
自
治
会
会
員
増
の
方
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

（
以
上
代
表
副
会
長
）

⑧
勘
重
郎
堀
清
掃
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　

（
総
務
・
環
境
部
会
）

⑨
香
川
自
治
会
の
旗
の
作
成
（
主
に
海

岸
清
掃
時
に
利
用
）　

（
環
境
部
会
）

⑩
安
否
確
認
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
防
災
部
会
）

⑪
そ
の
他

２
　
検
討
事
項

①
「
香
川
自
治
会
入
会
の
ご
案
内
（
28

年
版
）」
印
刷
に
当
た
っ
て
の
要
望

②
「
香
川
自
治
会
館
ま
つ
り
」
の
名
称

変
更
（
案
・「
香
川
自
治
会
秋
ま
つ
り
」）

③
「
敬
老
の
お
祝
い
」
対
象
者
・
金
額

の
検
討

●
６
月
定
例
役
員
会
（
６
月
11
日
）

１
　
報
告
、
連
絡
事
項

①
自
治
会
会
員
世
帯
数
（
５
月
末
日
）

及
び
会
員
増
方
策　
　

（
総
務
部
会
）

・
第
１
町
内
会　

５
９
５

・
第
２
町
内
会　

１
１
２
９

・
第
３
町
内
会　

８
４
０

・
第
４
町
内
会　

７
８
３

・
特
別
会
員

　

（
会
員
増
方
策
検
討
）

ⅰ
未
加
入
者
地
図
等
作
成

ⅱ
自
治
会
案
内
の
配
付･

説
明　

等

②
５
月
28
日
香
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

活
動
検
討
会
の
報
告
（
代
表
副
会
長
）

③
香
川
自
主
防
災
訓
練
（
安
否
確
認
訓

練
）
に
つ
い
て　
　
　

（
防
災
部
会
）

④
５
月
末
防
犯
灯
の
新
設
の
申
請
状
況

⑤
ゴ
ミ
防
護
用
（
黄
色
ネ
ッ
ト
）
支
給

規
約
に
つ
い
て　
　
　

（
環
境
部
会
）

⑥
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
協
力
者
名
簿

提
出
依
頼　
　
　

（
ふ
れ
あ
い
部
会
）

⑦
茅
ケ
崎
市
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡

会
報
告　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長
）

⑧
７
月
18
日
浜
降
祭
実
行
委
員
会
予
定

⑨
そ
の
他
連
絡
事
項

２
　
検
討
事
項

①
「
敬
老
の
お
祝
い
」
対
象
者
・
金
額

の
検
討
（
各
町
内
会
か
ら
意
見
）

合計

３，３４７

世帯

　

会
員
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
も

明
け
？
夏
本
番
に
む
け
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
す
か
。
体
調
管
理
に
は
十
二
分

に
ご
留
意
下
さ
い
。
休
息
と
水
分
補
給

が
大
切
で
す
。

　

さ
て
日
頃
よ
り
自
治
会
活
動
に
参
加

協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
ま
だ
い
つ
も
決
ま
っ
た

方
の
参
加
が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

今
年
も
多
く
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

て
、
お
互
い
に
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と

で
、
い
ざ
災
害
時
に
「
良
か
っ
た
」
と

思
え
る
場
面
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
自
治
会
独
自
の
防
災

訓
練
と
し
て
、
会
員
名
簿
に
よ
る
安
否

確
認
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
自
治
会
未
加
入
の
方

が
お
ら
れ
た
ら
、
ぜ
ひ
加
入
を
お
勧
め

下
さ
い
。
ま
た
未
加
入
の
方
の
情
報
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
、
一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

○
７
月
の
行
事
予
定

　

18
日　

「
浜
降
祭
」
協
力
支
援

　

24
日　

町
内
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

28
日　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

○
８
月
の
行
事
予
定

　

６
・
７
日　

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

20
日　

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

25
日　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　

詳
細
に
つ
い
て
は
回
覧
板
、
掲
示
板

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
町
内
会
だ
よ
り
で
は
、
「
分

か
り
づ
ら
い
町
内
会
の
区
割
り
」
に
つ

い
て
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
椎
野
）

　

こ
の
４
月
か
ら
町
内
会
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
か
ら
防
犯
・
防
災

・
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
「
町
内
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
多
く
の
組
長
さ
ん
、
役
員

さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
近
町
内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
て

気
に
な
る
の
が
、
住
宅
が
密
集
し
広
場

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

人
口
の
推
移
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

第
一
町
内
会
は
香
川
全
体
と
同
じ
よ

う
な
人
口
推
移
で
す
。
日
本
の
総
人
口

が
平
成
に
入
っ
て
ほ
ぼ
横
ば
い
な
の
に

対
し
て
、
茅
ヶ
崎
市
の
人
口
は
今
も
僅

か
な
が
ら
増
え
続
け
て
お
り
、
香
川
を

見
る
と
、
昭
和
35
年
で
は
わ
ず
か
２
千

人
だ
っ
た
地
域
が
40
年
間
で
６
倍
の

1,2000

人
ま
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

香
川
は
茅
ヶ
崎
市
同
様
、
横
浜
、
東

京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
高
度
経
済

成
長
と
と
も
に
人
気
が
高
ま
り
都
市
化

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
内
の
エ
リ
ア
は
全
般
的
に
道
路
が

狭
く
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。　

（
安
江
）
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人口増加の推移

倍
　率

　

５
月
21
日
役
員
・
組
長
合
わ
せ
て
43

名
に
ご
参
加
頂
き
、
防
災
倉
庫
と
清
掃

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
第
一
公
園
に
集
合
し
、
簡
易

ト
イ
レ
・
車
椅
子
・
浄
水
器
等
の
取
り

扱
い
や
発
電
機
の
実
体
験
な
ど
、
御
協

力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
・
Ｄ
地
区
は
清
掃
パ
ト
ロ
ー
ル
で

青
少
年
広
場
に
移
動
し
、
防
災
倉
庫
を

確
認
い
た
し
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
が

目
立
ち
ま
し
た
が
、
一
時
に
比
べ
た
ら

か
な
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
の
諏
訪
神
社
例
大
祭
は
第
二
町

内
会
が
神
輿
巡
行
の
休
憩
所
当
番
で
し

た
。
雨
の
降
る
な
か
の
お
手
伝
い
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
と
参
加
で
香
川
の
町
が
活
気
あ
ふ
れ

る
明
る
い
町
に
な
り
ま
す
。

　

13
・
17
日
、
寒
川
広
域
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
見
学
に
第
二
町
内
会
か
ら
19

名
の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
資
源
物

の
分
別
場
の
悪
臭
と
異
物
の
混
入
に
驚

き
ま
し
た
。
見
学
は
大
変
有
意
義
だ
と

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
の

方
、
次
回
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
、
自
治

会
行
事
等
へ
の
ご
参
加
お
待
ち
致
し
ま

す
。
町
内
の
事
で
お
困
り
、
要
望
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
声
を
掛
け
て
下
さ

い
。

　

「
明
る
い
町
、
住
ん
で
良
か
っ
た
香

川
」
に
み
ん
な
で
し
ま
し
よ
う
。

７
月
行
事
予
定

　

７
日　

町
内
定
例
役
員
会

　

９
日　

勘
重
郎
堀
散
策
略
清
掃

　

16
日　

町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　

18
日　

浜
降
祭
支
援
協
力
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
嶋
）
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平成２８年７月１５日

　

自
治
会
館
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
利

用
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
他
の
利
用
団
体

の
こ
と
な
ど
も
考
え
、
お
使
い
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
会
館
日
誌
を
点
検
し
ま
す
と
、

時
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
り
、

ま
だ
一
部
に
ル
ー
ル
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
点
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
項
目
に
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
利
用
者
の
皆

様
に
は
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

●
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
項
目

・
利
用
時
間
帯
の
厳
守
。

・
各
部
屋
の
使
用
後
は
、
必
ず
清
掃
を

し
て
く
だ
さ
い
（
モ
ッ
プ
掛
け
、
掃
除

機
）。

・
本
館
の
第
１
・
２
会
議
室
、
多
目
的

室
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
は
、
会
議
室
使
用
後

は
プ
ラ
イ
ン
ド
を
上
げ
て
お
く
。

・
ト
イ
レ
の
便
器
を
汚
し
た
場
合
は
、

自
ら
清
掃
を
お
顧
い
し
ま
す
（
次
に

気
持
ち
よ
く
使
用
出
来
る
よ
う
に
）。

・
各
部
屋
の
窓
鍵
の
掛
け
忘
れ
。

・
エ
ア
コ
ン
、
換
気
扇
、
オ
ー
デ
ィ

オ
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
の
切
り
忘
れ
。

・
本
館
、
別
館
の
ト
イ
レ
の
ス
イ
ッ

チ
の
切
り
忘
れ
。

・
配
膳
室
、
本
館
２
Ｆ
給
湯
コ
ー
ナ

ー
の
ガ
ス
の
元
栓
の
閉
め
忘
れ
お
よ

び
ガ
ス
台
利
用
後
に
や
か
ん
が
所
定

の
場
所
に
戻
さ
れ
て
い
な
い
。

・
利
用
者
が
い
る
の
に
玄
関
の
施
錠

を
し
て
し
ま
い
、
セ
コ
ム
に
よ
る
ア

ラ
ー
ム
の
発
生
。

★
自
治
会
役
員
が
緊
急
で
空
部
屋
を

使
用
し
た
り
、
コ
ピ
ー
室
を
利
用
し

て
い
る
時
が
あ
る
の
で
、
施
錠
の
前
に

確
認
の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
入
も
れ
、
書

き
忘
れ
。

トイレを汚し
た場合は、
自らきれいに

使用後、ブラインドは
上げておく

会議室の使用後は
清掃を！

施錠の前に
声かけを

N
EW
S

ま
ち
づ
く
り
活
動
検
討
会

　

５
月
28
日
の
検
討
会
の
席
で
、
香
川

駅
西
口
広
場
利
用
状
況
の
調
査
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
利
便
性
・
快
適
性
・

安
全
性
な
ど
の
満
足
度
が
、
聞
き
取
り

及
び
郵
送
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
広
場
で
の
乗

降
よ
り
駅
改
札
口
前
で
の
利
用
が
多
い

こ
と
か
ら
、
駅
前
広
場
の
利
用
度
を
上

げ
る
た
め
、
ソ
フ
ト
面

の
工
夫
を
進
め
る
と

言
う
こ
と
で
す
。

　

郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
西
口
広
場
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
、
景

観
が
良
く
な
っ
た
な

ど
好
評
な
意
見
と
な

っ
て
い
ま
す
。

香
川
駅
前
か
ら
、
聖
天
橋
へ
の
市
道

７
１
１
５
線
の
拡
幅
整
備
計
画
図

0.5 0.5

車道 歩道
4.0

2.55.0
7.5 28 29 30 31 32 33 34 35

聖天橋架替
道路設計
用地測量
用地買収
道路工事

新
設
防
犯
灯
の
申
請
に
つ
い
て

　

５
月
末
、
市
に
９
灯
の
新
設
要
請
を

提
出
し
回
答
を
待
っ
て
い
ま
す
。

「
安
心
ま
ご
こ
ろ
収
集
」
の
ご
案
内

　
ご
み
（
資
源
物
）
を
指
定
の
集
積
場

所
ま
で
持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
や
障
害
者
の
世
帯
を
対
象
に
無
料
で

個
別
回
収
を
行
う
制
度
で
す
。

●
対
象
の
世
帯
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

・
身
体
障
害
者
の
内
、
在
宅
で
障
害
の

程
度
が
１
級
も
し
く
は
２
級
の
人

・
在
宅
の
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
で
要

介
護
２
～
５
の
人

・
そ
の
他
同
等
以
上
と
市
長
が
認
め
る
人

●
申
請
方
法

１　

申
請
書
を
入
手

２　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

３　

訪
問
調
査
を
受
け
る

●
問
い
合
わ
せ
先
（
全
般
に
つ
い
て
）

　

茅
ヶ
崎
市
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

５
７
・
０
２
０
０

会
館
管
理
部
会

　

６
月
13
・
17
日
の
両
日
に
「
寒
川
広

域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
見
学
会
」
を

環
境
部
会
主
催
で
行
い
ま
し
た
。

　

13
日
は
あ
い
に
く
雨
天
で
し
た
が
、

当
日
参
加
の
方
も
あ
り
、
募
集
予
定
数

を
超
え
る
見
学
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
学
会
に
は
初
め
て
の
方
が

多
く
参
加
さ
れ
、
有
意
義
だ
っ
た
と
の

意
見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

見
学
は
、
施
設
説
明
⇨
作
業
見
学
⇨

質
疑
応
答
⇨
記
念
撮
影
と
進
み
、
見
学

者
が
分
別
の
大
変
さ
を
一
番
感
じ
る
の

は
、
手
作
業
に
よ
る
分
別
場
所
で
す
。

　

ま
だ
新
し
く
き
れ
い
な
施
設
の
中
で

こ
の
場
所
だ
け
は
異
臭
が
漂
い
ま
す
。

　

集
積
さ
れ
た
資
源
物
は
、
最
初
に
機

械
分
別
さ
れ
た
後
、
カ
ン
・
び
ん
・
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
そ
れ

ぞ
れ
専
用
ラ
イ
ン
に
仕
分
け
さ
れ
て
流

さ
れ
ま
す
。

　

作
業
者
は
こ
の
ラ
イ
ン
に
立
ち
資
源

物
を
瞬
時
に
適
合
・
不
適
合
と
判
断
し
、

分
別
を
行
い
ま
す
。
１
日
７
時
間
、
こ

の
悪
環
境
の
中
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
分
別
が
資
源
回
収
業
者
に

よ
っ
て
品
質
を
評
価
さ
れ
、
（
茅
ヶ
崎

市
は
Ａ
ク
ラ
ス
）
資
源
回
収
協
力
金
と

し
て
自
治
会
に
還
元
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
分
別
意
識
を
高
め
、
適
切

な
分
別
を
行
う
こ
と
で
、
作
業
者
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
、
品
質
の
評
価
が
上
が

り
還
元
さ
れ
る
協
力
金
も
増
え
ま
す
。

　

個
別
に
は
、
プ
ラ
マ
ー
ク
以
外
お
よ

び
疑
わ
し
き
は
燃
え
る
ご
み
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
二
重
袋
は
分
別
に
手
間

取
り
ま
す
。
皆
様
、
今
後
と
も
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

（
環
境
副
部
会
長　

榎
本
行
雄
）

景観が
良くなった
６０％

交通渋滞が減った
３％

安全になった
１３％

土
曜
日
の
ゴ
ミ
の
自
己
搬
入
・
中
止

▼
平
成
28
年
４
月
～
平
成
30
年
３
月
ま
で

茅
ヶ
崎
市
環
境

事
業
セ
ン
タ
ー

　茅
ヶ
崎
市
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
で

は
、
竣
工
後
20
年
が
経
過
し
設
備
機

器
の
機
能
が
低
下
し
た
「
ご
み
焼
却

処
理
施
設
」
の
性
能
水
準
を
回
復
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
規
模
な
改

修
工
事
（「
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
」

と
い
う
。）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　特
に
工
事
期
間
中
の
土
曜
日
に
つ

い
て
は
工
事
用
資
材
の
荷
受
け
が
集

中
す
る
こ
と
か
ら
、
安
全
確
保
と
事

故
防
止
の
た
め
土
曜
日
の
ご
み
の
自

己
搬
入
の
受
付
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

　工
事
期
間
中
の
ご
み
の
自
己
搬
入

の
受
付
は
次
の
通
り
で
す
。

■
受
付
日
時

　月
～
金
曜
日
（
国
民
の
祝
日
を
含
む
）

　9
時
か
ら
11
時
45
分
ま
で

　13
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

●
費
用

　約
47
億
円

●
工
事
内
容

・
燃
焼
装
置
お
よ
び
ボ
イ
ラ
等
の
更
新

・
中
央
制
御
シ
ス
テ
ム
の
更
新 

・
各
種
装
置
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

　等

　

昨
日
か
ら
の
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
訓
練
時
に
は
雨
も
あ
が
り
、
無
事

訓
練
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
に
、
第
一
・
二
町
内
会
合

同
の
訓
練
で
、
60
名
を
超
え
る
参
加
が

あ
り
、
ま
た
こ
の
日
は
第
三
・
四
町
内

会
も
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

香
川
は
住
宅
密
集
地
域
の
た
め
に
初

期
消
火
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
が
、
こ

の
初
期
消
火
に
抜
群
の
働
き
を
見
せ
て

く
れ
る
の
が
こ
の
移
動
消
火
ホ
ー
ス
で

す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
が
い
ざ
と

い
う
時
、
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
最
も
重
要
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
実
際
に
消
火

ホ
ー
ス
を
持
ち
、
水
の
勢
い
を
肌
で
感

じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
低
で
も
３
人
の
連
携
が
必
要
な
消

火
ホ
ー
ス
で
す
か
ら
、
ご
近
所
の
方
が

協
力
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

楽
し
く
訓
練
を
し
て
、
厳
し
い
現

実
に
立
ち
向
か
う
。
「
防
災
よ
り
減
災
」

を
合
言
葉
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も
、
次

回
ご
近
所
の
方
と
一
緒
に
参
加
さ
れ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

（
防
災
部
会　

中
村
）

ストップ

移
動
式
消
火

ホ
ー
ス
格
納
箱

よ
り
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み
ん
な
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

風
薫
る
女
子
高
生
の
脚
白
し

　

若
葉
の
道
を
女
子
高
生
が
並
ん
で
行

く
後
ろ
姿
。
ス
カ
ー
ト
が
短
く
、
脚
が

長
い
。
ま
だ
日
焼
け
も
し
て
い
な
い
の

で
白
い
。
若
々
し
い
、
活
力
に
満
ち
た

白
さ
が
ま
ぶ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

老
鶯
や
け
ふ
の
目
覚
め
の
す
こ
や
か
に

　

旅
の
宿
か
、
自
宅
か
。
目
覚
め
れ
ば

窓
に
近
く
遠
く
、
鶯
が
鳴
き
交
わ
し
て

い
る
。
夏
の
鶯
は
、
春
の
鶯
よ
り
ず
っ

と
鳴
き
方
が
上
手
で
力
強
い
。
夏
鶯
の

声
の
中
の
目
覚
め
は
、
生
き
る
喜
び
を

与
え
て
く
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

焼
鮎
を
ほ
ぐ
さ
ん
と
し
て
杉
の
箸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
喜
代
治

墨
堤
の
神
社
に
お
は
す
蛙
か
な

　

選
者
吟　
　
　
　
　
　

老
鶯
に
明
く
る
島
に
露
天
の
湯

　

会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

俳
句
に
興
味
の
あ
る
方
お
電
話
下
さ
い
。

連
絡
先　

硲　

百
合
子　

(51)
７
３
９
６

訃
報
（
平
成
28
年
６
月
18
日
現
在
）

遠
藤
た
ね
子
様　
　

90
歳　

４
月
27
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

23
・
２
組

安
江　

利
子
様　
　

80
歳　

５
月
11
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

２
・
１
組

新
倉　

伸
代
様　
　

71
歳　

５
月
14
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

38
・
７
組

鈴
木　

稔　

様　
　

82
歳　

５
月
19
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

39
組

尾
崎
美
枝
子
様　
　

73
歳　

５
月
28
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

６
・
１
組

瀬
川
亥
三
男
様　
　

81
歳　

５
月
28
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

　　

20
組

菊
地
ヨ
シ
ヱ
様　
　

90
歳　

５
月
30
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

３
・
６
組

吉
田
ふ
さ
枝
様　
　

96
歳　

５
月
30
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

13
・
１
組

新
倉
百
合
子
様　
　

80
歳　

６
月
４
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

　　

49
組

樽
本　

伸
夫
様　
　

81
歳　

６
月
10
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

８
・
１
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平成２８年７月１５日

　

隔
月
に
発
行
さ
れ
る
「
広
報
か
が

わ
」
で
は
、
毎
号
、
自
治
会
の
行
事
や

各
団
体
の
活
動
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
楽

し
く
拝
読
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
も
充
実
し

て
お
り
、
過
去
の
「
広
報
か
が
わ
」
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
考
に
し
て
い

ま
す

　

と
こ
ろ
で
、
27
年
５
月
号
の
自
治
会

長
の
「
27
年
度
の
取
り
組
み
」
で
は
、

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
取
替
え
を
重
要

課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
28
年
５
月
号
を
見
ま
す
と
、

そ
の
実
績
（
全
数
・
33
灯
）
は
、
過
去

２
年
間
（
25
年
度
は
73
灯
、
26
年
度
は

53
灯
）
よ
り
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

28
年
５
月
号
の
決
算
報
告
で
は
繰
越

額
が
前
年
に
比
べ
増
加
し
て
お
り
、
せ

め
て
前
年
並
み
に
防
犯
灯
の
取
替
え
を

行
っ
て
頂
け
れ
ば
明
る
い
香
川
に
な
る

と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
年
度
も
早
や
３
か
月
が

過
ぎ
、
役
員
の
皆
様
方
の
お
力
で
色
々

な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ご

苦
労
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ
・
Ｍ

◆
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

◆
　
お
　
知
　
ら
　
せ
　
◆

　

昨
年
同
様
、
今
年
も
暑
い
昼
間
を
避

け
て
、
夕
方
か
ら
開
催
。
盆
踊
り
や
ス

ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
い
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
日
程　

８
月
６
・
７
日
（
土
・
日
）

・
時
間　

16
時
～
20
時
（
土
・
日
）

・
場
所　

香
川
小
学
校
校
庭

・
模
擬
店　

美
味
し
い
お
店
や
、
楽
し

　

い
お
店
が
一
杯

・
イ
ベ
ン
ト　

昨
年
同
様
に
盆
踊
り
や

ゲ
ー
ム
な
ど
色
々
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
、
ど
う
ぞ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
へ

お
で
か
け
下
さ
い
。

◆
近
隣
自
治
会
・
夏
祭
り

　

今
年
の
夏
祭
り
に
は
、
近
隣
の
各
自

治
会
で
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
お
ま
つ
り

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
程
と
内
容
の
概
要
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
さ
れ
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

●
鶴
が
台
団
地
自
治
会　

夏
祭
り

会
場　

ち
び
っ
子
広
場

日
時　

７
月
30
日
（
土
）

　
　
　

７
月
31
日
（
日
）

　

夕
方
か
ら
模
擬
店
、
盆
踊
り
、
カ
ラ

オ
ケ　

等

●
甘
沼
自
治
会　

納
涼
盆
踊
り
大
会

日
時　

８
月
14
日
（
日
）
17
時
～

会
場　

甘
沼
八
幡
大
神
神
社
境
内

　

盆
踊
り
、
模
擬
店　

等

●
み
ず
き
自
治
会　

夏
祭
り

会
場　

せ
せ
ら
ぎ
公
園

日
時　

８
月
20
日
（
土
）

　
　
　

８
月
21
日
（
日
）

●
ラ
イ
ト
タ
ウ
ン
自
治
会　

夏
祭
り

日
時　

７
月
23
日(

土
）
18
時
～
21
時

会
場　

敷
地
内

●
鶴
が
台
一
街
区
自
治
会

日
時　

８
月
７
日
（
日
）　

夕
方
～

場
所　

高
田
団
地
内
広
場

●
松
風
台
自
治
会

　

今
年
は
、
自
治
会
館
改

修
工
事
の
た
め
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

諏
訪
神
社
・
例
大
祭

香
川
地
区
体
育
振
興
会
主
催

　

菅
先
生
よ
り
ご
自
身
３
冊
目
の
句
集
を
頂

き
、
自
治
会
館
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方

は
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

砲
弾
の
ひ
び
く
裾
野
や
麦
の
秋

　

富
士
の
裾
野
で
あ
ろ
う
か
。
広
々
と

ひ
ろ
が
る
麦
秋
の
光
景
に
砲
弾
が
ひ
び

く
。
戦
争
の
な
い
世
の
中
を
実
現
で
き

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
豊
か
な
、
晴
々

と
し
た
大
気
の
な
か
に
、
人
間
の
業ご

う

の

悲
し
み
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

百
段
の
途
中
で
休
む
若
楓

　

年
取
っ
た
身
に
は
、
百
段
を
一
気
に

上
る
の
は
困
難
。
途
中
で
二
～
三
回
休

ん
で
行
く
。
そ
の
時
、
そ
ば
に
あ
る
楓

の
若
葉
の
精
気
を
た
っ
ぷ
り
と
吸
い
、

上
っ
て
来
た
下
の
風
景
を
ゆ
っ
く
り
見

下
ろ
す
の
も
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

　

国
が
行
う
新
湘
南
国
道
の
延
伸
や
相

模
川
の
築
堤
事
業
の
推
進
に
協
力
し
、

相
模
川
河
畔
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
柳
島
地

内
に
移
転
、
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
初
の
民
間
の
資
金
、
経
営

能
力
及
び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
た
、

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運

営
等
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
、
平

成
30
年
３
月
25
日
開
園
の
予
定
で
す
。

平成 28年４月より
建設工事が始まりました

　

６
月
４
日
・
５
日
、
諏
訪
神
社
の
例

大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
、
４
年
ぶ
り
に
明
治
時
代

か
ら
神
社
に
伝
わ
る
２
旗
の
大
幟
を
掲

げ
ま
し
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

も
雨
の
心
配
が
あ
る
た
め
残
念
な
が
ら

幟
の
建
立
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

宵
宮
祭
で
は
老
若
男
女
、
20
組
以
上

の
の
ど
自
慢
の
方
や
日
頃
修
練
さ
れ
た

踊
り
な
ど
、
素
人
演
芸
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　

翌
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
模
様

と
な
り
、
例
年
に
な
く
他
地
域
の
神
輿

保
存
会
の
皆
さ
ん
の
参
加
が
少
な
い
様

子
で
し
た
。

　

午
前
八
時
、
神
輿
保
存
会
お
よ
び
祭

り
囃
子
保
存
会
の
方
々
に
よ
っ
て
、
今

年
は
第
１
町
内
と
第
２
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

町内対抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

雨
天
の
た
め
中
止

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
仮
）
柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

昨
年
に
引
続
き

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
混
合

大
会
が
、
香
川
地

区
体
育
振
興
会
の

主
催
に
よ
り
６
月
26
日
（
日
）
香
川
小

学
校
体
育
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
昭
和

63
年
に
考
案
さ
れ
た
、
手
の
ひ
ら
で
打

つ
よ
う
な
短
い
シ
ャ
フ
ト
の
ラ
ケ
ッ

ト
・
羽
根
の
つ
い
た
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル   

　
（
写
真
上
側
）
と
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
禁

止
し
た
、
初
心
者
で
も
ラ
リ
ー
が
続
く

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
１
チ
ー
ム
２
名
（
混

合
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
２

チ
ー
ム
６
名
（
男
女
問
わ
ず
）
の
３
チ

ー
ム
対
抗
の
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
結

果
は
左
記
の
通
り
で
し
た
。

　

優　

勝　

第　

四
町
内
会

　

準
優
勝　

甘　

沼
自
治
会

　

三　

位　

第　

三
町
内
会

　

四　

位　

み
ず
き
自
治
会

　

五　

位　

第　

一
町
内
会

　

六　

位　

松
風
台
自
治
会

　

七　

位　

第　

二
町
内
会


